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メータパルスレビータの実用化
Development of Meter Pulse Repeater
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内 容 梗 概

電話交換における自動即時交換網の拡大に伴い,日本電信電話公社におかれては通話料金の帯域およ

び時間登算に必要な装置(以下ZZZ装置と略称す)を大幅に採用されたが,これとともにその経済的
使用が必要とされるに至った｡メータパルスレビータの採用ほその一例で,ZZZ装置を1電話局に集

中し,ZZZ装置のない電話局へ通話線を利用して料金登算/くルスを送出して,この目的を達するもの

であるが,この方式について日本電信電話公社技師長室調査課の御括導により研究,
32年度開局の電話局から使用される運びとなったので,その概況を報告する｡

〔Ⅰ〕緒

近郊自動即時発信の料金登算は,各通話時のほじめに

加入者度数計を複数登算するZZZ装置により行われて

いる(1)｡この登算ほZZZ 置からRT縦へ増圧電池に

よるメータパルスを送出し,加入者度数計を動作させる

ため,ZZZ装置ほ原則として各局ごとに装置すること

になっていた｡しかし数局の市外発信呼を1電

申し,その電話局にZZZ

局に集

置を設置すれば,機器の総

数を少なくできて,使用能率が高められる｡このためま

ず局間中継線を3線とし,メータパルスを第3線により

中継する方式が試みられたが,これを2線式に変更でき

れば線路 が節減できるので,通 線を利用した増圧電

池によるメータパルスの伝達が取り上げられ,必要な機

器の実用化が行われたのである｡

〔ⅠⅠ〕関連機器の内容

メータパルス局間伝送を2線で行うにあたって,今回

第1囲および弟1表に示された中継方式を考慮し,A2

号メータパルスレビータ,ZA3レビータ,A3号メー

タパルスレビータ,2号Hセレクタの試作を行った｡Z

A3号レビータはZZZ 中局用として使用するも

ので従来のZZZレビーターZAl号レビータの機能に

発信局が自局か他局かを 別し,他局よりの場合はメー

タパルスを通話線に送出し,白 の場合ほRTに送出す

る機能を付加したものである｡2号Hセレクタは,従来

の2号Dセレクタの機能にメータパルスの中継機能を付

加したものである｡このはかA2･ぢ･即時レビータ,ZA

4号レヒータが実用化されたが,中継方式およびメータ

パルスの送出機能ほZA3号レビータと同様である｡こ

れらの機器の関連性は第】図,第1表に示すとおりで,

A2号メータパルスレビータ 2号Dセレクタ

ZA3号(ZA4号)レビータ,およびA3号メータパル

スレビータ 2号Hセレクタ

レビータの組合せで用いられる｡

ZAl号(ZA2号)
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第1国 メータ/くルスレビータの標準中継方葺

第1去 使 用 機 器 一 覧 表
(a)A2号メータパルスレビータを使用した場合

記 号

SUB

M

LOCIst

LOC2nd

TSIst

TSINC

MP.REP

ZZZ

加入者電話磯

加入者度数計

古=高ルニ茨≒レ

ローカルニ次二百レ
タ

ニ元二二次セ~~レク

トール入セレクタ

メータパルスレビ

ータ

ZZZ装置

器

11号Aセレクタ

11号Aセレクタ

l-
--+

1号Aセレクタ
l__

12号Dセレクタ

A2号メータパルスレビーダ

'乏A3号､Z瓦~A号またはA2号即
時レビータ

(b)A3号メータパルスレビータを使用した場合

記 ･弓･

LOCIst

LOC2｡d【
TSIst

加入者一電話機

加入者度数計

ローカルー次セレ
竺旦_

ローカ正三次亮ジ
クタ

トールー次セレク j
】タ

TSINC;トール入セレクタ

M.P.REP5
ZZZ

メータパルスレビ

ニぞ

ZZZ装置

器

1号Aセレクタ

1号Aセレクタ

1号Aセレクタ

2号Hセレクタ

A3号メータパルスレビータ

ZAl号､ZA2号レビpタ



メ ー

タ ル ス レ ピ ー タ の

メⅦク八ルスしと■-7

用 化

Z7.主′霹置

1407

〔ⅠⅠⅠ〕2線式メータパルスレビータの問題点

(り Al号メータパルスレビータとの比較

Al号メータパルスレビータほZZZ装置を1電話局

に集中するために早くから実用化されたレビータであ

り,ZZZ装置の

あった｡

よの次がた

､
､

だ役にと
′

-中 うな欠点が

(A)局間中継が3税式であるため線路費が高価とな

る｡

(B)加入者電話機のダイヤルインパルスが中継され

ることなく,ZZZ装置 中屈まで延長されるので

インパルスひずみが大きくなり,局問←rl継繰および

加入者線路が長いところでは使用できない｡

(C)線路障碍の検出回路がないので中継線の障碍時

に自動閉塞ができず,不接続事故の原因となる｡

したがってZZZ装置の 中局への線路が非常に短い

場合にほ今後もAl号メータパルスレビータを使用して

支障ないが,一般に使用することは望ましくない｡

Al号メータパルスレビータの欠点を改善するために

2線式メータパルスレビータが設計されるi･こあたり,新

たに次のような閏 が生起した｡

(A)局間中継が2株式であるために通前線を通して

メータパルスを ることにより起る菜筐音の防止

(B)ダイヤルインパルスおよぴメータパルスの中継

ひずみを小さくすること｡

(C)通話損失およびインピーダンス不平衡を少なく

すること｡

(D)異常振動現象の防止

(E)機器増加に伴う構造上の制約

A2号メータパルスレビータおよびA3号メータパル

スレビータほ以上の点に注意が払われ,--→応所期の目的

を達成することができた｡

(2)A2号メータパルスレビータとA3号メータパ

ルスレビータの比較

A3号メータパルスレビータは第l図でB･C局加入

者による市外発信呼がA局加入者による市外発信呼と比

較して非常に少ない場合に使用される｡一般にはAが大

で加入 数が多いにかかわらず,B･Cは小局で加入

者数の少ない場合に相当し,この場合ZZZ装置のこと

ごとくをZA3号レビータにするより,ZZZ装置はZ

Al号レビータを使用して入セレクタとして多少 用の

かかる2号Hセレクタを使用することが望ましい｡計算

結果,各機器の価格を比較してみると,A局のZZZ装

置(レビータ)が50台のとき,B･C局のメータパルスレ

ビータの和が20台以下の場合には,A3号メータパルス

レビータを使用した策】表(b)の組合せが有利である｡

機能上はA3号メータパルスレビータはA2号メータパ
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Eニ 応答監視リレー

A:インパルスリレー

B:寒流線輪

G:メークパルス受信リレー

J:メータパルス送出リレー接点

2図 メータパルス伝送回路

聖
トトlト･■■VV｣一→ル∨

胱7

国~~ γ
l

~ンー1.･側

ガ r

･帖料｣九§l
カ

(♂)三晶別[∃路(ギの/)

発
信
側

ーrJ~
J､t

:コ

e

_[二⊥しっ

り1詣■狛[]路(ヤのZ)

A:インパルスリレー

▲扉 〟-r､川β

i

､
‥

‥･

R:発信局識別リレー

f:応答表示リレーの接点J:メ←クパルス送出接点

l-1h:メータパルス送出回路切換接.＼ま r:Rの接点

第3図 メータパルス切替回路

ルスレビータと同様であるが,A3号メータパルスレビ

ータは直接ZZZ装置からメータパルスを受ける方式で

はないので登算寸前に発呼老が受話器を降した場合度数

登算できないが,A2号メータパルスレビータほ度数登

謎に先だって 鐸が復旧しないように準備し登算完了を

まって復1日する機能(前置信号)が付加されている｡

〔ⅠⅤ〕メータパルスの伝送方法

(り 伝送回路について

メータパルスの伝送方法として第2図(a)に示され

る方法が採用されている｡すなわちZZZ装置(レビー
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タ)のAリレーとメータパルスレビータのEリレーを+

L線により接続して,Aリレー,Eリレーの保持回路を

作り,メータパルスレビータのGリレーを-L線に接続

してAリレーを経由した増圧電池によるメータパルスを

受信するようにしたものである｡第2図(b)の両線に

増圧電池を送出する方法についても検討を進めたがメー

タパルスの受信リレーGの動作限界が狭いので採用にな

らなかった｡しかし(b)による方法の方が既設の機器

を改造する場合には手数が簡単であり,通話に及ぼす雑

音妨告は少なかった｡以上は通話電流供給回路がストソ

方式の場合であるが,中継線輪を用いるへイス結合とす

ることにより〔Ⅲ〕一(1)項に記載の特性向上には有利

である｡しかし,今回は構造および経費の面から受ける

制約により,採用を見合せた｡

弟2図(a)に示される方法の採用にあたりメータパ

ルスが通話匿及ぼす雑音電圧が少なくなるよう考慮した

主な事項ほ,次のとおりである｡

(A)送出パルスをL.R.Cの平滑回路により滑ら

かな波形として送出すること｡

(B)メータパルスレビータで線路の不平衡を防止す

るために,特に51号C塞流線輪を使用した｡

(2) 自局内呼の判別につし､て

第1図および弟l表(a)に示した中継方式を使用し

た場合,ZZZ装置で目局内発信呼であるか他局からの

発信呼であるかを 別し,自局内発信呼に対してはメー

タパルスを入側RT線へ送出し,他局発信呼に対しては

セ
レ
ク
タ
よ
リ

第39 第12号

通話線を経由してメータパルスレビータへ送出しなくて

はならない｡今回使用した回路は第3図(a)に示すと

おりで被呼加入者応答後,メータパルスレビータの中性

点が鞄気されることを利用した｡すなわち他局発信呼は

メータパルスレビータの地気によりRリレーが動作しな

いが臼局内発信呼ではRリレー動作してメータパルス送

出回路を切替える｡このほか第3図(b)に示す回路も

考慮したが,臼局加入者が共同加入者である場合電話機

ダイヤルの地気で

なかった｡

動作するおそれがあるので,採用し

〔Ⅴ〕回 路 説 明

(り A2号メータパルスレビータ

A2号メータパルスレビータの主な機能は次のとおり

である｡

(A)前位機器から捕捉されると入側RT線に地気を

送出し,前位スイッチを保持する｡

(B)後位機器へダイヤルインパルスを中継する｡

(C)発呼加入者に対する通話電流の供給｡

(D)被呼加入者応答(増圧登算式局の場合)または

度数登算の開始により(逆流登算式局の場合)入中

継線側への供給電流方向を逆転する｡

(E)相手局から-L線を通て受信するメータパルス

のひずみを補正して臼局のRT線へ中継し,加入者

度数計を動作させる｡

(F)閉塞電鍵または相手 から閉塞,あるいほ線路
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メ ー タ ル ス レ ビ ー タ の 実 用 化

障碍の発生により,自動的に前位機才詮カ､らの

防止する｡

信を

(G)発信加入者ループ切断により本スイッチほ復旧

する｡ただし度数登巽中に切断した場合には,登算

完了してから復旧する｡

弟4図について回路動作の概略を 明する｡本レビー

タが前位機器から捕捉されていない時は【L線を適して

相手局入セレクタの電池を受けてCリレーほ動作してい

るが,相手局からの閉塞,線路の断線,混線,地気など

の障碍の場合Cリレーほ復旧して前位スイッチからの着

を防止する｡相手局からの閉塞,線路障碍のない場合

に前位機器より捕捉され,引続いてダイヤルされると,

両線ダイヤルによりダイヤルインパルスを中継しZZZ

装置を経由 按
､

者入加呼被てノ する｡ZZZ装置とし

てZA3キレビータ(策5図)に接続した場合を記載す

る｡被呼加入者が応答すれば,通計線の極性が反転され

るのでEリレーが動作する｡

ZA3号レビータ〔地気一Sl,3-AL,R(200fl)一f5,7〕

一局間中継-L耕一A2号メータパルスレビータ〔5端

1409

了-RET2,1(150n)【e4,5-E払T(200n)-整流器-

RET4,3(150n)FC8,訂--a6,7〕一局間中継+L線一ZA

3号レビータ〔f5,3-AT,B(200n)Ⅳ電池〕

Eリレー動作後は次の回路でZA3号レビータのAリ

レーと直列に保持される｡

地気一e,,5-EB,T(200fl)一整流器一RET4･3(150fl〉

-C8,,一a6,7P局間中継+L線-ZA3号レビータ〔ち,蔓-
AT,B(200n)一電池〕

増圧式登 方式の局ではEリレーの動作と同時にFリ

レーが動作し,加入者への供給電流の方向を逆転させる

が,逆流式登算局では最初の登算パルスが送られてきた

ときFリレーが動作する｡度数登算信号はZA3号レビ

ータから-L線に増圧電池が送闇されることにより行わ

れるが,登算に先だってZA3号レビータの登算前置信

号を受信する必要もあるためブレークパルス方式を採用

している｡登算パルスが送られてくるとまず前置パルス

でGリレーが動作する｡

ZA3号レビータ〔+電池一線輪L-93番端子一RG

(100n)-j2,1一皿b6,5-r｡,5-S2,3-AL,R(200n)-f5･7〕▲

出
中
線
絹

〟 〃亡リ
2U` Jイ

入
簡7一 艮∫ r月_.〝一郎〝 ～彿瑠あ F莞一戸ー′

継L■ ｣

-う
十 r=仁｣八▲ 5?

上7
d 〝 ｢甘ノ■~…廠聖巧仁組尭

6
注しJ､∠.

繹議曲

′撰仰バ.ゥ′刀′う

7p∫ム′rf
扉

憾

冊胡)〝絡′∠-〕 ぞm∴･1 ウ′町
8

蛸鼻
匡室猥

Ⅶt札
∴･･Y予て｢-｣

｣-rll

】

㌍′甑

.訝ノ】
;隷=
/∫

-

L
ト

(∫ノJ`妄基=L
ガム

上古

Zl周明阿

イ

打

皿㌣肝J

朋/L
β r【JPノィ

｢

匂

8

四 肋ノ

ん

鑑｣㌦
田

嶋

附 刷

･月射､隻j慧~′;毒ミ2)〟｢ぎ'
`Lく一新豊平憶肘卜甘

雷華左箭
廟再桓
担■'

ミ呈/

一⊥些__

仙ムZ

_イ

β

そぅ､

T駆動

囲
Z▲

<1㌫ノ

bα

【

77JJ7占

川ノi川〟∬′省一′7舟■ノゾル■lJ

際
･刀ノウ

雄扉
/

竿
l

十 L
～壬▲イl ｣

伽胴

野ガ/

βZ

ム

国
同

ん7

α/

J

〆

J+
釘

【学

三.芸≦さ椚プ単相

鮎闇
鵜

健脚
捌W

∬好J/甜甜r

ぶ月(J)州こふ｢

佑脛j壬

′瑞
β7β7

凹

∫～

】憩

伊r上側l㌔財l叩

酬鮒糊感巌雛
十

す律之=J左月

β即協Ⅶ㍑れ射〟園臍車座軋利一/ガソど汐

∵十享

用/JJ
月 †粛∵●●†∵ 1伽Tl儲1釘十m7 α厄

甜出撃▲_
l l戒別ト∠材l〃1 財l

･/財 〝 ･ZV ■〟 ■御レジスタく■2〉ヽ

腎準一切
ノ

拶r臥.:賢雪江二′冤猥慧罰器蓋し∴搭ル
∠

聖｣｡賢哲を
除き--一-=-の濾続を行う, セレクタへ.
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Jレジスタを接続しないで使用す吉堀合ほ

--------------の接続を除き一一--の接続を指し1
加つ定職られた度数登筆回数に応〔て

-----のように接続すム■l木巴【ユ4邑登算の堵甘を示す)

第5図 ZA3号 レ ビ ー タ 回路図



1410 昭和32年12月 日 立

局間中継-L線-A2号メータパルスレビータ〔5端子

-RET2,1(150fl)-G73,T(200fl)一整流器-e5,3一地気〕
Gリ レーの盲 作によりHリレーが動作する｡ZA3号

レビータのJリレーが動作すると増圧電池が切断され

て,メータパルスレビータのGリレーも復l口しDリレー

が動作する｡Hリレーは遅

の登算パルス中,動作を継

復旧継電器であるので1達

する｡Dリレーも通常1連

の登算パルス中動作を継崩するが,メータパルスがひず

んだ場合には断続動作をし,その遮緩復旧時間によりパ

ルスのひずみを補正し,加入者度数計を確 に動作させ

る｡葬る図ほ4同登算の場合の各リレーの動作図である｡

通話が終了し,発呼加入者が送受器を掛けると,後位機器

旧を確めて本レビータは復旧するが度数登算中発呼

加入 が受話器を~Fしても,Hリレーが動作しているの

で本レビータは復旧せず登算の終了をまって復旧する｡

(2)ZAa号レビータ

ZA3号レビータはZAl号レビータを一部改造し,

メータパルスを通話線に送出する機能を付加したもので

あり,A2号メータパルスレビータと組合せて弟l図お

よび第1表(a)の中継力式で使用される｡ZA3号レビ

ータの主な機能は次のとおりである｡

(A)前位機器から捕捉されると入側RT線に鞄気を

出し前位スイッチを保持する｡

(B)後位機器へインパルスを中継する｡

(C)自局内発信の場合発呼加入者に対する通話電流

供給｡

(D)被呼加入者が応答すると入中継線側への電流供

給方向を逆転する｡

(E)1通

する｡

終了前に通話終了予報音を加入者へ送出

(F)発信加入者が目局内加入者か,他局加入者かを

識別する｡

(G)加入者ダイヤルによりレジスタおよびトランス

レ一夕と協同動作して料金帯域を 別し,各通話時

の始めに,帯域に対応する登算パルスを臼局内加入

着発信の場合はRT線へ,他局加入者発 の場 合は

-L線を経由してメータパルスレビータへ送出す

る｡

(H)24分ないし48分以上の長時間保留に対して,別

に装置されるトランクファインダを起動し座席回路

へ転送する｡

(り 発 加入者が受話器を掛ければこのレビータは

復旧する｡

(J)被呼加入者が受話器を掛け発信加入者が受話器

をはずしている場合には,その通話時の最後に強制

切断する｡

(K)閉塞電鍵または次位機器からの閉塞で前位機器

gAJ胃しど一夕

局間送出ハルス

月～胃/一夕

ノヾルスしとゴーク

陸尉言十を軒作
さロちノ(ルス

第39巻 第12号

〃〃りし一

丁リL.-

βlノし-

〃りし-

けリレー

第6図 登貨パルスによるリレー動作図

に対し閉塞する｡

(L)相手局加入者全数字ダイヤル前に相手局からの

電流方向が逆転すれば相手 の接続を復旧させて発

信加入卦こ話中音を送出するほか,回転スイッチ復

旧不良,度数過登算,帯域識別誤りについてほ警報

を指す｡

ZAl号レビータに付加した機能の回路動作のみを弟

5図について説明する｡このレビータが前位機器から捕

捉された場合Aリレー,次いでB,H,HAリレーが動

作する｡Bリレーが動作してHAリレーが動作する問に

Sリレーが動rl三して白己保持し,Aリレーはダイヤルイ

ソパルスにより Sl,3接点を 由した回路で断続動作を

する｡発信加入者がダイヤル終了し被呼加入者が応答す

ると,Eリレー動作し次いでFリレーが動作し,前位側

への電流供給方向を逆転する｡fl,2の開放によりSリレ

ーは遅 復旧する｡Sl,2.3が 旧したとき,発呼老が目

局内加入者の場合次の経路でRリレーの動作回路ができ

る｡

地気｢塵流器-RL,Ⅰも(500n)一皿b4,5-r4,5-S2,3¶A

L,R(200n)-f5,7一電話機-f5,3-AT,B(200n)一電池

Rリレーが動作すると rl,2で自己保持すると同時に

r3,5で上記の動作回路を切り,登算の際は次の回路でR

T繰へ増圧電池を送出する｡

+48V-88番端子-｣ミF(30n)-r7,6-mh12,11-j5,4-

RT線

発呼老が他局加入者の場合にはA2号メータパルスレ

ビータe5,3の地気によりRリレーは動作せず,A2号メ

ータパルスレビータの項に記載のように,ZA3号レビ

ータのAリレーとA2号メータパルスレビータのEリレ

ーは局間中継線と直列の回路で動作を持 する｡通

はRリレー(500n)と10/∠F のコンデンサーを並列に

して線路の平衡を保つ｡登算に先だってMHリレーが動

作すると,mb5,6を経由して増圧電池を線路へ送出し,

A2号メータパルスレビータのGおよびHリレーを動作

させ前置信号を構成する｡メータパルスほjl,2の断続に

より次の回路で送出される｡

+48V一塞流線輪¶93番端子-RG(100n)【j2,1-



メ ー タ ル ス レ ビ ー タ の

mb6,5-r4.5-S2,3-AL,R(200n)-f5,7【-L線-メータ
パルスレビータGリレーへ｡

(3)ZA4号レビータおよぴA2号即時レビータ

ZA4号L/ピータはZA2号レビータにメータパルス

通話緑送出の機能を付加したものであり,中継方式はZ

A3号レビータと同様弟】図および第】表(a)により

示される｡ただしZA4号レピータは帯域識別機能をも

たず,工 に際して行われる工事布繰により登算数が決

定される｡

A2号即時レビータほ,日南および下石電話局用とし

てZA4号レビータを小型化し,6号Hレビータシェルフ

に塔載するために,応答 示リレーEの補助リレーを削

除して設計されるもので,後位機器として市外ダイヤル

発信装置が接続されるときのみ使用することができる｡

ZA4号レビータおよびA2号即時レビータほ,いず

れもメータパルス送出回路ほZA3号レビータと同一で

あるので説明を省略する｡

(4)2号Hセレクタ

本セレクタほ〔nl〕〉(2)項にて記載の理由によりA

3号メータパルスレビータが使用された場合,ZZZ装

置集中局の入セレクタとして使用される｡その中継方式

ほ第l図および弟1表(b)に示すとおりである｡2号

Hセレクタの機能は次のとおりである｡

用 化 1411

(A)A3号メータパルスレビータより局間中継緑を

経て起動される｡

(B)前位機器からのダイヤルインパルスで1数字の

数字選択を行う｡

(C)数字選択により指定された杜仲継線群の中から

空き中継線を選択する｡

(D)第2数字以後のダイヤルインパルスは後位機器

に中継する｡

(E)田中継練全話中の時は11歩回転して話中音を送

出する｡

(F)ZZZ装置からRT線に送出される増圧電池に

よるメータパルスを受けて,通 線へ中継して送出

する｡

(G)試験ジャックにより前位スイッチを閉塞する｡

次に第7図について回路動作を説明する｡局間中継線

を経てA3号メータパルスレビータより捕捉されると,

まずAリレーの片純で起動してBリレーを動作させA3

号メータパルスレビータCリレー復旧後はループにて動

作を保持する｡ダイヤルインパルスを受け,次の回路で

VM電磁石とCリレーが動作する｡

地気一A2,1_｡7,6_b2,31二d6,7諾
竺t=電池

ダイヤルされた数だけ上昇し,上昇が終りCリレーが復

/ Z I J L イ I JI J1 7 β 縫電器弁艶表
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旧すると,EリレーとRM電磁石の交互

第39巻 第12号

作で空き中継

線をさがし,空き中継線に達すればDリレーが動作する

が,出中継線が全話中の場合は11歩回転して,CSを動

作させ次の回路で発信加入者へ話中音を送出する｡

話中音電源-18番端子uCS3,5-AR,L(200fl)-fll,12

-b6,7-b3,4-+L線

Dリレーが動作すると,Fリレーを経て後位機器へのル

ープを造りインパルスの中継に備える｡第2以後のダイ

ヤルインパルスによりCリレーは次の回路で動作し後位

機器へ両線ダイヤルでインパルスを中継する｡

地気.a2,rd7,8--f2,1-せ8,rCT,B-一電池

被呼加入者応答し,通話線の極性が逆転するとFリレー

が動作しf8勅10,flO,11,12でA3号メータパルスレビータ

への電流供給を逆転し,A3号メータパルスレビータの

Eリレーを動作させる｡

度数登算の場合ほZZZ装置からRT線に増圧電池が

送出され,2号HセレクタのGリレーが断続動作をす

る｡Gリレーの断続により-L線に増圧電池によるメー

タパルスが中継され,A3号メータパルスレビータのG

リレーを断続動作させる｡

2号Hセレクタ〔+48V-6番端子¶RC(100n)-

塞流線輪-g2,rf3,4-AR,L--f7,,-hl,2〕一局間中継-L

線-A3号メータパルスレビータ〔IND2,1-GB,T一室流

器-e5,㌃｣隠気〕

各リレーの 作は弟8図のとおりで,この場合は登算パ

ルスが3個の場合である｡復旧は本セレクタが完全に復

旧するまで+L線への地気が切れないので,A3号メー

セ
レ
ク
タ
よ
リ

タパルスレビータのCリレーは動作をせず前位機器から

の着信を防止している｡

(5)A3号メータパルスレビータ

A3号メータパルスレビータは弟l図および弟1表

(b)の中継方式で2号Hセレクタと対応して用いられる

もので,その機能はA2号メータパルスレビータと同様

である｡第9図に回路図を示す｡

回路上の相異点はA2号メータパルスレビータのDリ

レーがメータパルスの着信にしたがって動作するのに反

し,A3号メータパルスレビータではDリレーが常時動

作しており,メータパルスの着信に応じて復旧する｡D

リレーの連緩復旧時間によってメータパルスのひずみを

補正するのは,A2号メータパルスレビータの場合と同

様である｡A3号メータパルスレビータがメータパルス

斤丁象割こ遠出されち

メ←グルしス(受)

～〃5昆βりし-

(づ｣績ほ送出される
メークパルス

パブ舅メータ
ルレスレビータ

Gリレー

信教三†看垂ハ作さロち
ハ■ルス

第8図 2号Hセレクタの登算時動作図
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に先だって前置信号を受信

せず,メータパルス方式を

採用したのは相手機器の2

号HセレクタがZZZ装置

と直結されてないために,

前置信号の中継ができない

ためである｡

〔ⅤⅠ〕機器の構造

(り メータパルスレビ

ータ

メータパルスレビータほ

標準形レビータと同Ⅳ･スイ

ッチベースに組込み,シェ

ルフも従来のものがそのま

ま使用できるように考

し,製作費の低減を意図し

てある｡外観を弟】0～ll

図に示す｡

第10図 A2号メータパルス

レビータ前面図

このため機器の小型化が必要となり,今まで不可能と

されていたレビータ通話用コンデンサの裏面 装を,M

Pコンデンサを使用することをこより解決した｡MPコン

デンサの小さな形状と特性の優秀性については過去に多

くの文献により紹介されており,すでに実用化された1

号Fレビータ,2号EリレーグループのMPコンデンサ

に続いて,今後目交機器がますますMPコンデンサを採

用して行くものと思われる｡

(2)ZZZ装置

ZA3号レビータ試作品のカバーを除去した外観岡を

弟12図に示す｡ZA3号レビータはZAl号レビーダ

より,リレーが2個(RリレーとSリレー)と10/∠Fコ

ンデンサが増加しているので,ZAl号レビータに使目

した使用部品を小型化しないかぎり,ZA3号レビーダ

の大きさをZAl号レビータの大きさと同一にすること

はできない｡しかし, 機上から現在の構造を大きくす

ることほおもわしくないので,メータパルスレビータと

同様にMPコンデンサを採用することにより,従来のZ

Al号レビータと同じ大きさにおさめることができた｡

〔ⅤⅠⅠ〕機器の諸特性

メータパルス局間伝 の実用化にあたり,試作したA

2号メータパルスレビータ,ZA3号レビータについて

ダイヤルインパルス,メータパルスの中継ひずみ,雑音な

どの諸特性について測定した 果は次のとおりであるっ

(り ダイヤルインパルス中継歪

今回試作した機船は,いずれも両線ダイヤルによるイ

ンパルス局間中継回路を使用した｡ほかのダイヤル中継

第11図 A2号メータパルス

レビータ背面図

第12岡 ZA3号レビータ

方法に比較してこの方法がすぐれているのは,多くの文

献(2)(3)に記載されているので

タパルスレビータと

明を省略し,A2号メー

を接続した場合の中継ひず

みを策13-､】4区=こ詐介する｡この図より,A2号メー

タパルスレビータの中継ひずみは1号Eレビータと同様

な特性をもっていることがわかる｡1号Eレビータでは

適 用コンデンサの充電のために第1インパルス(プレ

ーク時間)の短縮の現象があった(4)｡A2号メータパル

スレビータについて測定したところでは,この第1イン

パルスの短縮は局間中継線長が0の場合でも,2mS以

下で非常に少なかった｡このように第1インパルスの短

縮が少ないのは(6)に後述のようiこEリレー笹振動電

流が流れ,Aリレーを経たコンデンサの充電が長びかな

いためと恩われる｡

(2)メータパルスの中継歪

度数登算パルスほまず,120IPMの断続地気を受け,

ZA3号レビータのSヱーーーP,Jリレーで中継して通話線

に送州し,A2号メータパルスレビータのG,Dリレーで
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第13図 A2号メータパノレスレビータ

のインパルス中継特性(兢)
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第14図 A2号メータパルスレビータ

イソパルス中継特性(2/2)

中継する｡その時間的関係を測定し

たのが弟2奏である｡この結果から

みると,A2号メータパルスレビータ

とZZZ装置を使用した場合の中継

歪は非常に少なく,平滑用コンデン

サによる.･ひずみも問題とならない｡

(3)通言舌減衰量

通話減衰量についてはEリレーG

リレーの回路が線路へ並列に入るの

で,これをこよる減衰を防ぐため51号

第39巻 第12号

､＼

榔

-･-→√

炊フ ∠挽/ Zガ〟′

第15図 A2号メータパルスレビータの雑音

第2表 メ ー タ パ ル ス の ひ ず み

第3表 A2号メータパルスレビータのインピーダンス不平衡

機器の前位側は常に50mAの重畳電流を流す｡

C塞流線輪を直列に挿入したので,通話減衰量は300c/S

で1.1db,1,000c/sで0.3dbの結果が得られた｡これは

前位側にのみ重畳電流(50mA)を流した場合であるが,

後位側に30nAの重畳電流を流しても,減衰量は変り

なかった｡

(4)インピーダンス不平衡量

A2号メーパルスレビータは被呼者応答後e3,5により

EリレーとGリレーの中間を接地し,常時+L線には電

流が流れるが→L線には電流が流れない｡このためのイ

ンピーダンス不平衡量が増大するのではないかと懸念さ

れたので,Gリレーと直列に51号C塞流線輪を挿入して,

線路の平衡を保つと同時に通話損失を少なくするように
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タ ル ス レ ビ ー タ の 実 用 化

した｡51号C塞流線輪は直流重畳形であり,しかも同一

鉄心に2巻線が巻いてあるので,片巻線のみに電流を流

しても平衡度はほとんど変化しない｡昇3表にインピー

ダンス不平衡量を示す｡

(5)メータパルスによる雑音について

メータパルスレビータの設計にあたって一番問題とな

ったのは,メータパルスが送出された場合どの程度雑音

電圧が発生し,通 を防げるかということであった｡発

生電圧にごく低い周波数成分があっても耳にほ感じな

い｡この発生 圧を雑音電圧として 価するためにCC

IFiこより規定された周波数特性を考慮した｡

舞15図は雑音電圧の最も大きい局間中継線Onの場

合について測定した結果である｡この場合コンデンサー

の容量を㊥印以上に大きくすると,メータパルスレビー

タのGリレーは復旧不能となる｡雑音電圧の発生原因と

して直接通 回路に送出されるメータパルスの波形によ

るもののほか,A2号メータパルスレビータG,H,D

リレーの回路電流が断続されて線路に並列に入っている

A,Eリレーに誘導することとZA3号レビータのロー

タリスイッチ,SP,Jリレーの回路電流が断続されて

Eリレーi･こ誘導することが考えられ

る｡測定結果は次のとおりであつ

た｡

(A)メータパルスを送出せず,

ZA3号レビータのロータリスイ

ッチを駆動したときの雑音電圧

･=…0.2mV

＼Fリレーの宗抑すぎ箇師

1415

月口入着絹朋友流れち電流

第16図 メータパルスレビー冬Eリレーの電流

斤リレー主流れる電流

♂リレーを濁れ5電流

コン〒ン7の

瞞子電圧

第17図 ZA3号レビータRリレーの電流

巨ユ路記号 餌環 瞞干 抵抗 繰確 基数 感斬 不惑軌 レき貯/(ネ組

β

/7∫

●
エー斤

戸棚
/∵ ♂♂β♂

おぼ2 十ヾ∵

J-イ ｣巳｣
7二β ㌔瑚 ♂〝∫ /β♂ββ

仝〟J
●

十

第18図

(B)(A)項と同じ状態でC2,3を切断した場合の雑

音電圧……0.1mV

(C)メータパルスを送出し,A2号メータパルスレ

ピータGリレーの動作を機械的に止た場合の雑音

圧.‥……0.36mA

以上の事項から波形を平滑しても雑音 圧の抑制に限

度があることが知られたが,今回の試作品の結果として

得られた0月6mVは雑音電圧として十分許容できる値で

ある(5)｡

(る)A2号メータ′くルスレビータの振動電流

A2号メータパルスレピータでRE(300n)抵抗を挿

入しない場合ダイヤルインパルスが送られてきた際,第

1インパルスのブレークでCリレーが動作しない間,下

記の回路でEリレーに振動電流が流れて誤動作する現象

を発生するものがあった｡

充電回路;地気rb9,10-A払L(200n)-雲6,7-コンデ

ンサ(2fLF)-C9,8-RET3,｡(150fl)一整流器-e5,4-

RETl･2(150{))一局間中継嘩-2号Dセレクタ

放電回路;2号Dセレクター局間中継線-RET2,1

(150fl)-eわ5-E鋸巨二整流器¶RET.,,(150f))-C8,,

ZZZ装 置 Rリ レ ー の 特 性

ーコンデンサー(2〃F)-｣6,7-AL,It-bl｡,㌻｣隠気
弟】d図は機械的にCリレーの動作を阻止しておいて発

信側からダイヤルイン㌧パルスを送出し,Eリレーを流れ

る振動電流を測定したものである｡一般機能に告を与え

ることなく,このEリレーの振動電流を減衰させるため

に,RE(300n)を挿入した｡

(7)ZA3号レビータの振動電流

ZA3号レビータのRリレーほ自局内発信時に動作す

るリレーであるから,A2号メータパルスレビータから

捕捉された場合ほ動作しないのが正規動作である｡しか

しメータパルスの送出が終り,MHリレーが復旧した

際･10〃Fのコンデンサが過放電となり,再充電が起る｡

この再充電電流がRリレーを流れてRリレーを誤動作せ

しめることがあった｡

放電回路;地気･-10〃Fコンデンサーーr｡,5-S2,3-A

R,IJ(200{l)→f5,7一局間中継線ⅦA2号メータパルスレ

ータ〔RET2,1(150n)-G払ぃ｣但気〕

充電回路;鞄気¶整流器-RR,L(500n)-mb4,5-10〃F

コンデンサー鞄気

弟け図はこの振動を電磁オッシログラフにより記録し
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たものである｡この振動電流によるRリレーの誤動作を

防止するために,Rリレーとして弟18図に記載のよう

に不感動電流値を指定し,さらに遮緩動作性をもたせて

ある｡

〔ⅤⅠⅠⅠ〕輯 言

ZZZ装置の集中用として実用化されたメータパルス

レビータの試作経過についてその概要を説明したが,従

来局間中継レビータに必要とされたダイヤルインパルス

の中継,応答表示の伝送といつた機能に加えて,料金登

算の信号を2線で送ることに意義があり,この程の問題

に興味を持たれる方々に参考となれば幸甚である｡終り

に,終始御指導を賜わった日本電信電話公社技師長室調

査課長田自動係長および同係の村瀬氏,栗田氏ならび

に日立製作所戸塚工場中野課長野上主任に深謝の意を

表する｡
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